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一　

は
じ
め
に

　

明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
国
内
最
初
の
グ
ラ
フ
雑
誌
、

東
陽
堂
の
『
風
俗
画
報
』
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
か
け
て
五
一
八
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
夏
目
漱
石
が
『
道
草
』

に
お
い
て
「
不
幸
に
し
て
彼
の
知
識
は
、『
常
山
紀
談
』
を
普
通
の
講
談

も
の
と
し
て
考
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
昔
し
出
た
『
風
俗

画
報
』
を
一
冊
残
ら
ず
綴
じ
て
持
っ
て
い
た
。」
と
記
し
た
よ
う
に
大
正

期
ご
ろ
に
は
あ
ま
り
読
ま
れ
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
国
内
外
の
風

俗
や
地
理
・
刊
行
案
内
と
い
っ
た
多
彩
な
特
集
で
広
く
人
気
を
博
し
て
い

た（
1
（

。
博
文
館
の
総
合
雑
誌
『
太
陽
』（
明
治
二
八
年
〈
一
八
九
五
〉
一
月
～
昭
和

三
年
〈
一
九
二
八
〉
二
月
）
と
並
ん
で
同
時
代
に
お
け
る
文
化
・
社
会
・
風

俗
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
風
俗
画
報
』
は
、
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
に
か
け
て
「
日
清
戦
争

図
会
（
征
清
図
会
）」、「
征
露
図
会
」
の
特
集
を
組
み
、
華
麗
な
石
版
刷

り
の
画
報
に
よ
っ
て
、
戦
地
の
状
況
を
銃
後
の
人
々
に
想
像
さ
せ
る
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
同
時
に
、
鶯
亭
金
升
に
よ
る
特
集
「
日
ポ
ン
地
」

で
大
当
た
り
を
と
り
、
雅
俗
硬
軟
取
り
混
ぜ
る
明
治
後
期
に
お
け
る
戦
争

表
象
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

当
然
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
っ
て
体
制
翼
賛
的
な
も
の
で
あ
り
、

戦
争
の
実
態
に
つ
い
て
の
機
密
や
新
規
の
情
報
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

歴
史
的
観
点
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に
取
り
上
げ
て
論
じ
る
べ
き
部
分
は
な
い

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
特
集
の
内
容
を
子
細
に
見
比
べ
て
み
る

と
、
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
と
で
は
、
戦
争
表
象
と
い
う
点
か
ら
そ
の
特

集
の
あ
り
方
に
小
さ
く
な
い
相
違
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

日
清
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な

日
露
戦
争
と
軍
人
の
風
流

─
『
風
俗
画
報
』「
征
露
図
会
」
特
集
号
に
お
け
る
「
韜
略
の
余
事
」
を
め
ぐ
っ
て
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。
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
漫
画
（
ポ
ン
チ
絵
）
の
研
究（

（
（

や
、
日
本

に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
研
究
な
ど
、『
風
俗
画
報
』
を
史
料
と
し
て

使
う
論
考
も
目
立
つ（

（
（

。
ま
た
、川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
覧
会「
日

清
・
日
露
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
」
展
覧
会
図
録（

（
（

に
は
、
日
清
戦
争
と
日
露
戦

争
に
お
け
る
漫
画
、
写
真
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
多
数
掲
出
さ
れ
て
お
り
、

戦
地
の
状
況
が
リ
ニ
ア
に
伝
わ
る
情
報
戦
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
こ
と
を

実
感
で
き
よ
う
。
文
学
研
究
に
お
い
て
も
、『
明
星
』
に
お
け
る
与
謝
野

晶
子
詠
の
評
価
や（

（
（

、
戦
後
に
お
け
る
日
露
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け

た
司
馬
遼
太
郎
『
坂
の
上
の
雲
』
を
批
判
す
る
も
の（

（
（

な
ど
、
日
露
戦
争
の

メ
デ
ィ
ア
表
象
を
め
ぐ
っ
て
現
代
の
受
容
に
至
る
ま
で
様
々
な
研
究
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
論
的
視
座
か
ら
は
し
ば
し
ば
日
清
・
日
露
戦
争
を

連
続
す
る
も
の
と
考
え
、
通
信
技
術
や
報
道
制
度
の
深
化
に
よ
っ
て
そ
の

表
現
が
変
化
し
た
と
み
な
す
視
点
が
多
く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
日
清

戦
争
と
日
露
戦
争
間
の
、
同
一
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
文
化
表
象
の
相
違
を

直
接
論
じ
た
も
の
は
、
多
く
は
な
い
よ
う
だ
。

　

本
稿
で
は
、『
風
俗
画
報
』
の
日
清
戦
争
お
よ
び
日
露
戦
争
の
特
集
号

の
変
化
と
、日
露
戦
争
に
お
け
る
軍
事
と
文
化
の
表
象
を
「
韜
略
の
余
事
」

の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

二　
『
風
俗
画
報
』
に
お
け
る
日
清
・
日
露
戦
争
間
の
特
集
号

　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
に
勃
発
し
た
日
清
戦
争
か
ら
、
明
治

三
八
年
九
月
に
終
結
す
る
日
露
戦
争
の
終
わ
り
ま
で
の
お
よ
そ
一
〇
年
間
、

『
風
俗
画
報
』
で
は
、
日
清
戦
争
の
特
集
で
あ
る
「
日
清
戦
争
図
会
（
征

清
図
会
）」（
七
八
号
：
明
治
二
七
年
九
月
二
五
日
刊
）
か
ら
、
日
露
戦
争
の
特

集
で
あ
る
「
征
露
図
会
」
第
一
編
（
二
八
四
号
：
明
治
三
七
年
二
月
二
五
日
）

の
刊
行
ま
で
に
、
二
〇
六
号
が
刊
行
さ
れ
、
特
集
号
表
に
ま
と
め
た
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
。

　

日
清
・
日
露
戦
争
の
戦
間
期
に
お
け
る
特
集
は
、
各
地
の
「
名
所
図
会
」

の
系
譜
に
関
わ
る
も
の
、
国
内
の
時
事
に
関
わ
る
も
の
、
地
域
の
歴
史
・

風
俗
・
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
、
そ
し
て
外
地
の
戦
乱
に
関
わ
る
も
の
に
大

別
で
き
る
。
戦
乱
に
関
す
る
特
集
に
つ
い
て
は
、「
征
露
図
会
」
以
前
に
は
、

「
日
清
戦
争
図
会
」
一
〇
編
、「
台
湾
征
討
図
会
」
一
編
、「
台
湾
征
討
図
会
」

二
編
、「
支
那
戦
争
図
会
」
三
編
と
い
う
帝
国
日
本
の
外
地
戦
争
（
植
民

地
征
服
戦
争
）
に
関
わ
る
特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
。

　
『
風
俗
画
報
』
で
は
、
こ
れ
以
前
に
も
「
日
本
帝
国
陸
軍
特
別
大
演
習

記
事
及
服
制
図
会
」（
五
四
号
：
明
治
二
六
年
六
月
一
日
）
で
日
本
の
軍
事
的

側
面
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
明
治
一
五
年
一
月
四
日
付
「
勅
諭
」
か
ら

は
じ
ま
り
、
洋
式
の
陸
軍
服
制
、
陸
軍
将
校
服
制
が
、
近
代
化
さ
れ
た
軍

備
と
あ
わ
せ
て
彩
色
で
掲
出
さ
れ
、
明
治
二
五
年
一
〇
月
二
三
～
五
日
に

行
わ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
の
参
観
記
が
絵
入
で
記
さ
れ
る
。「
征
清
図

会
」
以
降
に
見
ら
れ
る
翼
賛
的
興
奮
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
近
代
化
さ

れ
た
軍
隊
の
「
実
力
」
に
対
す
る
異
常
な
ま
で
の
信
頼
と
軍
備
へ
の
過
信

が
読
み
取
れ
る
。
末
尾
に
は
演
習
地
の
情
報
（「
演
習
地
に
属
す
る
町
村
概
略
」）

と
参
加
し
た
将
校
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
る
（「
南
北
軍
指
揮
官
参
謀
長
并
隊
長

人
名
」）。
豊
富
な
情
報
と
細
部
ま
で
細
や
か
に
描
か
れ
る
図
、そ
し
て
様
々
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特集号表
特集号名 特集号巻次数 刊行期間 号数

日清戦争図絵
（征清図絵）

1 ～ 4、
5 ～ 10

明治二七年九月二五日
～明治二九年七月二五日

78、80．81、82、 84、86、
87、89、92、96

京都大博覧会 1 明治二八年六月一八日
台湾征討図絵 1 明治二八年八月三〇日 98、101、 103、 105、 109

日本婚礼式 中、下 明治二九年一月二五日
～明治二九年五月一日 117、 113

台湾土匪掃攘
図会 1 ～ 2 明治二九年五月一日

～明治二九年五月二五日 114、 115

沖縄風俗図会 1 明治二九年六月二八日 117

海嘯被害録 上、中、下 明治二九年七月一〇日
～明治二九年八月一〇日 118、 119、 120

新撰東京名所
図 1 ～ 41 明治二九年九月二五日

～明治三七年一月二五日

123、 131、 133、 139、 141、
143、 145、 149、 151、 153、
155、 161、 162、 167、 173、
175、 177、 189、 191、 193、
195、 203、 205、 207、 209、
220、 222、 226、 228、 231、
236、 241、 244、 246、 248、
259、 263、 271、 277、 280、
282、

洪水地震被害
録（大洪水被
害録）

上、中 明治二九年一〇月一〇日
～明治二九年七月二五日 124、 126、 128

台湾蕃俗図会 1、2 明治二九年一二月一日
～明治二九年一二月一〇日 129、 130

御大喪図会 上、下 明治三〇年二月二五日
～明治三〇年三月一〇日 135、 136

鎌倉江の島名
所図会 　 明治三〇年八月二五日 147

新撰東京歳時
記 上、下 明治三一年一月二五日

～明治三一年二月二五日 157、 159

奠都三十年祭
図会 　 明治三一年四月二五日 163

豊公三百年祭
図会 　 明治三一年五月一五日 164

香取名所図会 　 明治三一年七月二五日 169
江島鵠沼逗子
金沢名所図会 　 明治三一年八月二〇日 171
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江戸の花 上・中・下 明治三一年一二月二五日
～明治三二年二月二〇日 179、 181、 183

雪況図会 　 明治三二年三月一日 184
火災消防図会 　 明治三二年四月五日 186
諸国災害図会 　 明治三二年九月二八日 197
各地災害図会 　 明治三二年一一月一日 199
慶事集 　 明治三二年一二月一日 200
皇太子殿下御
慶事千代乃祝 　 明治三三年六月一五日 211

支那戦争図会 1 ～ 3 明治三三年八月一日
～明治三三年一〇月五日 213、 215、 217

民間行事新年
の祝 　 明治三四年一月二〇日 224

足尾銅山図会 　 明治三四年七月一〇日 234
来客案内郵船
図会 　 明治三四年一〇月二五日 239

菅原大神千年
大祭図会 　 明治三五年五月一〇日 250

日蓮聖人開宗
第六百五十年
紀念大会図会

　 明治三五年六月五日 251

伊豆七島図会 　 明治三五年八月五日 254
横浜名所図会 　 明治三五年一〇月五日 257
西本願寺葬式
図会 　 明治三六年四月一日 266

第五回内国勧
業博覧会図会 上、下 明治三六年六月一〇日

～明治三六年九月三〇日 269、 275

甲府名勝図会 　 明治三六年八月一〇日 272
成田鉄道名勝
誌 　 明治三六年九月一〇日 274
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な
戦
地
上
の
デ
ー
タ
が
掲
出
さ
れ
て
お
り
、「
征
清
図
会
」
以
降
の
戦
争

図
会
の
様
式
的
規
範
と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
風
俗
画
報
』
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
戦
争
を
取
り
扱
う
特
集
号
は
比

較
的
少
な
い
部
類
に
入
る
。
戦
争
と
い
う
題
材
が
ら
、
継
続
し
て
出
し
続

け
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
、「
征
清

図
会
」
の
当
た
り
を
ひ
い
た
経
験
に
よ
っ
て
、
戦
争
表
象
そ
の
も
の
を
特

集
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
形
跡
が
窺
え
る
。「
台
湾
征
討
図
会
第
一
編
」

（
九
八
号
：
明
治
二
八
年
八
月
三
十
日
）、
山
下
重
民
「
緒
言
」
に
は
、
台
湾
に

お
け
る
反
乱
の
鎮
圧
を
「
征
清
の
余
業
」
で
は
あ
る
が
「
我
版
図
で
あ
る

以
上
は
。
そ
の
名
を
正
さ
る
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
、「
征
清
図
会
」
の
事

実
上
の
続
篇
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
て
い
る（

8
（

。
義
和
団
事
件
の
ほ
か
、
北

京
籠
城
戦
な
ど
を
扱
っ
た
「
支
那
戦
争
図
会
」（
二
一
三
号
：
明
治
三
三
年
八

月
一
日
）
も
こ
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
で
組
ま
れ
た
特
集
で
あ
ろ
う
。
同

時
代
に
お
け
る
帝
国
日
本
の
対
外
戦
争
を
網
羅
的
に
扱
う
雑
誌
と
な
っ
て

い
た
点
に
留
意
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
明
治
三
七
年
二
月
二
五
日
、「
征
露
図
会
」
第
一
編
が
出
版

さ
れ
る
。
冒
頭
に
山
下
重
民「
管
城
の
雄
鎮
○
大
局
の
全
勝
を
期
す
べ
し
」

の
論
説
が
述
べ
る
通
り
、
仁
川
沖
海
戦
（
明
治
三
七
年
二
月
九
日
）
の
ほ
ぼ

直
後
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
軍
艦
ワ
リ
ヤ
ー
ク
と
コ
レ
ー
エ
ツ
の

撃
沈
を
記
し
て
い
る
。
以
降
、「
征
露
図
会
」
全
二
七
編
に
渡
っ
て
、
日

露
戦
争
の
終
わ
り
と
講
話
ま
で
の
様
相
を
、
時
系
列
に
そ
っ
て
紹
介
し
な

が
ら
進
ん
で
い
く
。

　

先
に
も
触
れ
た
が
、『
風
俗
画
報
』
は
、
日
露
戦
争
中
に
「
征
露
図
会
」

と
は
別
に
「
日
ポ
ン
地
」
と
い
う
別
の
特
集
を
展
開
し
て
い
っ
た
。「
ポ

ン
チ
」
の
名
前
の
通
り
、
鶯
亭
金
升
編
、
春
郊
雅
に
よ
る
露
軍
に
対
す
る

「
お
ど
け
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
特
集
で
、
端
唄
、
替
歌
、
義
太
夫
、

落
語
、
小
話
と
当
時
の
大
衆
文
化
を
窺
う
上
で
も
興
味
深
い
。
明
治
三
七

年
九
月
一
日
に
第
一
編
が
出
て
以
来
、
同
年
十
二
月
二
五
日
ま
で
の
七
編

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
日
ポ
ン
地
」
と
「
征
露
図
会
」
に
は

相
互
に
紙
面
上
の
交
流
や
参
照
は
な
い
。

三　
「
韜
略
の
余
事
」
の
立
項

　

両
特
集
と
も
、
日
本
側
に
都
合
良
く
で
は
あ
る
も
の
の
、
戦
争
の
状
況

を
か
な
り
詳
細
に
、
か
つ
リ
ニ
ア
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
自
体
、

写
真
の
普
及
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
普
及
な
ど
で
欧
州
や
北
米
に
も
詳
細
に

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る（
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。
東
陽
堂
で
も
記
者
が
徴

兵
さ
れ
て
戦
地
の
状
況
を
つ
ま
び
ら
か
に
報
告
し
て
い
た（

10
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。
こ
の
速
報
性

は
、
日
露
戦
争
に
日
清
戦
争
と
は
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
生
み
出
し
て

い
た
。
そ
れ
は
、
当
然
戦
争
そ
の
も
の
や
軍
人
た
ち
の
表
象
を
も
変
化
さ

せ
て
い
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
征
清
図
会
」
と
「
征
露
図
会
」
の
初

篇
の
記
事
細
目
を
比
べ
て
み
た
い
。

「
日
清
戦
争
図
会
」
第
一
回

論
説　

日
清
戦
争

記
事　

詔
勅
／
交
戦
申
告
使
／
日
清
戦
争
の
端
緒
／
明
治
維
新
以
後

本
年
に
到
る
日
清
韓
関
係
の
小
歴
史
／
金
玉
均
の
横
死
、
東
学
党
の

蜂
起
／
我
軍
の
渡
韓
、
日
清
韓
の
交
渉
談
判
／
大
鳥
公
使
と
大
院
君
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／
朝
鮮
国
王
新
政
の
諭
書
／
閔
族
の
黜
罰
／
東
学
党
鎮
定
後
の
朝
鮮

／
豊
島
の
海
戦
記
事　

成
歓
牙
山
大
勝
利
／
凱
旋
／
歓
迎
宴
会

雑
録　

日
清
戦
争
図
会
題
言
／
日
清
戦
争
図
会
に
題
す
／
愛
国
心
／

朝
鮮
の
風
土

「
征
露
図
会
」
第
一
編

管
城
の
雄
鎮　

大
局
の
全
勝
を
期
す
べ
し

世
界
の
交
義　

開
戦
の
由
来
／
交
渉
顚
末
／
交
渉
断
絶
の
通
牒

旭
旗
へ
の
大
光　

陸
軍
へ
の
勅
語
／
地
方
官
へ
の
訓
示
／
帝
国
在
留

露
国
臣
民
に
対
す
る
処
置
／
露
国
の
宣
戦
／
宣
戦
と
教
育
／
公
使
領

事
の
引
揚
／
露
国
公
使
京
城
撤
退
に
関
す
る
公
報
・
中
立
を
宣
言
し

た
る
列
国
・
清
国
中
立
に
関
す
る
公
文
／
宣
戦
奉
告
祭

銃
砲
の
快
音　

大
本
営
設
置
／
旅
順
方
面
の
海
戦
／
水
雷
駆
逐
隊
の

殊
勲
／
名
誉
の
戦
死
者
／
仁
川
の
海
戦
／
露
国
海
軍
の
失
え
る
戦
闘

力
／
優
詔
を
海
軍
司
令
官
並
司
令
長
官
に
賜
る
／
海
軍
大
臣
艦
隊
を

犒
う
／
列
国
の
激
賞
／
露
寇
我
が
商
船
を
襲
う
／
日
進
春
日
の
二
大

艦
／
日
進
、
春
日
横
須
賀
に
安
着
す
／
回
航
員
歓
迎
会

臣
民
の
忠
誠　

対
露
同
志
会
の
宣
言
／
国
民
後
援
協
議
会
／
軍
人
の

餞
別
（
特
志
の
婦
人
）

戦
時
の
法
令　

防
御
海
面
令
／
戒
厳
令
／
鉄
道
軍
事
供
用
令
／
鉄
道

軍
事
輸
送
規
程
／
軍
事
郵
便
規
則
／
戦
時
海
運
事
務
取
扱
規
定
中
改

正
／
海
軍
予
後
備
服
役
延
期
／
少
軍
医
候
補
生
の
実
務
練
習
／
海
軍

戦
時
職
工
規
定
／
外
国
電
報
暗
号
禁
止
／
恤
兵
金
品
取
扱
規
程
／
海

軍
恤
兵
金
取
扱
規
程
／
軍
資
献
金
の
収
納
／
国
庫
債
券
の
発
行
／
戦

時
禁
制
品

兵
家
の
錦
襄　

露
国
陸
軍
の
編
成
／
満
州
の
露
国
兵
／
露
国
の
東
洋

艦
隊
／
本
年
度
の
露
国
予
算

韜
略
の
余
事　

征
露
軍
歌
／
征
露
の
歌

　

日
清
戦
争
時
に
は
「
論
説
」「
記
事
」「
雑
録
」
程
度
で
あ
っ
た
大
細
目

が
「
管
城
の
雄
鎮
」「
世
界
の
交
義
」「
旭
旗
へ
の
大
光
」「
銃
砲
の
快
音
」

「
臣
民
の
忠
誠
」「
戦
時
の
法
令
」「
兵
家
の
錦
襄
」「
韜
略
の
余
事
」
と
装

飾
さ
れ
た
表
現
に
な
り
、
更
に
小
細
目
を
立
て
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
日
清
戦
争
時
と
の
違
い
は
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

後
に
は
「
将
士
の
逸
談
」
な
ど
の
大
細
目
が
増
え
る
ほ
か
、「
征
露
雑
項
」

と
い
う
〈
そ
の
他
〉
に
該
当
す
る
項
目
も
立
て
ら
れ
る
。
も
と
も
と
『
風

俗
画
報
』
は
「
門
」
を
立
て
て
、
各
記
事
を
分
類
す
る
形
式
を
取
っ
て
い

た
。「
日
清
戦
争
図
会
」
の
時
期
に
も
、
後
に
「
漫
録
」
な
ど
の
項
目
が

た
て
る
が
、
日
露
戦
争
時
点
に
見
え
る
細
や
か
な
大
項
目
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
。「
征
露
図
会
」
に
お
け
る
細
目
の
立
項
は
、
メ
デ
ィ

ア
側
が
こ
の
一
〇
年
間
で〈
戦
争
に
つ
い
て
の
見
方
〉を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
も
言
え
る
。
外
交
、
国
へ
の
忠
義
、
交
戦
状
況
、

法
令
、
装
備
な
ど
を
細
か
く
分
析
す
る
視
点
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
側
面
か
ら
〈
戦
争
〉
を
分
析
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、「
韜
略
の
余
事
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
た
こ
と

に
あ
る
。
第
一
編
巻
頭
に
は
、「
世
界
に
名
高
き
日
本
国　

其
有
様
は
皆

知
ら
ん
」
か
ら
始
ま
る
、
福
島
安
正
の
作
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
軍
歌
が

載
る（
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。「
征
露
軍
歌
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、「
此
は
鎮
西
散
人
横
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井
忠
直
氏
が
抜
刀
隊
節
に
て
自
作
せ
る
も
の
な
り
」
と
し
て
、
同
じ
く
軍

歌
三
番
を
掲
出
し
て
い
る
。
横
井
忠
直
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
が
、
福

島
作
の
軍
歌
が
掲
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
軍
人
の
〈
文
化
的
側
面
〉
を
取
り

上
げ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
『
風
俗
画
報
』
に
は
な
か
っ
た
。「
韜
略
の

余
事
」
項
は
、
戦
争
と
文
化
（
当
然
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
含
む
）
と
の
関
わ

り
が
日
露
戦
争
を
画
期
と
し
て
変
化
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

四　
「
韜
略
の
余
事
」
の
内
実
と
思
想

　
「
韜
略
の
余
事
」
は
、
三
一
五
号
ま
で
に
、
機
械
的
に
各
細
目
を
抽
出

す
る
と
七
〇
件
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
を
一
覧
し
た
の
が
【
付
録
】

の
表
で
あ
る
。「
征
露
図
会
」
全
巻
に
必
ず
存
す
る
項
目
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
戦
地
の
実
況
を
伝
え
る
「
銃
砲
の
快
音
」
や
、
兵
装
や
兵
士
の

近
況
を
伝
え
る
「
兵
家
の
錦
襄
」
に
比
べ
れ
ば
扱
い
は
小
さ
い（
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。
途
中
か

ら
は
「
軍
人
狂
歌
」
と
い
う
主
に
公
募
狂
歌
・
短
歌
の
「
詞
林
」
欄
を
担

当
し
て
い
た
文
廼
屋
秀
茂
が
選
者
と
な
っ
て
狂
歌
の
公
募
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　

内
容
を
種
別
ご
と
に
見
て
み
る
と
、
多
い
の
は
短
歌
（
二
一
回
）
軍
歌

（
九
回（
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）、
替
唄
（
六
回
）
な
ど
が
多
い
。
他
に
漢
詩
、
謡
曲
、
長
唄
な
ど

も
見
ら
れ
、
漢
文
体
の
駢
儷
文
、
演
説
の
紹
介
も
あ
る
。
新
体
詩
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
作
品
も
大
半
は
軍
歌
に
属
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
も
注
意
し

て
お
き
た
い
。

　

作
品
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
と
は
言
い
が
た
く
、
紙
面
中
の
扱
い
が
小

さ
い
こ
と
も
あ
っ
て
精
選
さ
れ
た
内
容
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
印
象
が

あ
る
。「
韜
略
の
余
事
」
の
大
半
は
、
巻
頭
の
「
征
露
軍
歌
」
が
示
す
よ

う
に
、軍
人
た
ち
に
よ
る
出
征
先
で
の
創
作
で
あ
る
（
傍
線
は
稿
者
が
付
し
た
。

以
下
同
）。

「
出
征
将
校
の
詩
歌
」（
二
八
五
号
：
明
治
三
七
年
三
月
二
五
日
）

二
月
十
七
日
御
用
船
仁
川
に
入
ら
む
と
し
て
乗
組
の
将
校
等
遠
か
ら

ず
船
員
に
別
れ
む
と
す
る
に
当
た
り
、
錦
水
将
軍
先
づ
筆
を
執
り
て

「
三
十
七
稔
二
月
十
七
日
出
征
途
次
第
十
二
師
団
長
陸
軍
中
将
井
上

光
」
と
自
署
し
て
、
是
れ
は
名
刺
代
り
に
差
出
す
な
り
、
余
は
未
だ

詩
歌
を
得
る
に
遑
あ
ら
ず
、
と
呵
々
大
笑
す
、
佐
々
木
旅
団
長
次
で

筆
を
把
り
、

　
　

 

古
へ
の
宇
治
の
い
く
さ
に
い
や
勝
る
勲
を
立
て
む
あ
り
な
れ
の

川

　
　

 

初
瀬
川
花
も
紅
葉
も
散
り
は
て
ヽ
か
く
は
し
き
名
は
世
に
流
れ

け
む

と
ぞ
書
き
附
け
る
、
中
館
師
団
軍
医
部
長
も
取
敢
へ
ず
、

　
　

 

十
年
前
ま
く
さ
か
ひ
た
る
鴨
緑
の
流
れ
を
み
た
す
時
は
来
に
け

り

参
謀
福
原
少
佐
傍
に
在
り
、
笑
つ
て
一
詩
を
賦
す
。

　
　

 

誰
渡
大
江
撃
楫
歌
、
満
天
風
雪
斫
黿
鼇
、
寶
刀
三
尺
雄
図
足
、

樽
爼
十
年
遺
恨
多
、
雲
霽
鶏
林
古
城
闕
、
春
寒
禹
城
旧
山
河
、

邊
功
固
属
男
児
事
、
不
見
漢
家
老
伏
波
、（
後
略
）

「
手
塚
中
尉
の
近
什
」（
二
九
九
号
：
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
五
日
）

左
に
掲
ぐ
る
は
、
此
程
某
方
面
の
総
攻
撃
に
参
加
し
て
名
誉
の
負
傷
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と
な
し
現
に
予
備
病
院
に
在
り
て
療
養
中
な
る
予
備
陸
軍
中
尉
手
塚

魁
三
氏
の
吟
詠
な
り
。
中
尉
は
栃
木
県
宇
都
宮
の
人
に
し
て
出
征
前

ま
で
は
同
地
の
中
学
校
に
教
鞭
を
執
り
、
傍
ら
俳
句
絵
画
に
心
を
潜

め
頗
る
其
妙
を
得
た
り
資
性
洒
落
に
し
て
能
く
人
を
容
る
、
陣
中
暇

あ
れ
ば
即
ち
筆
を
執
り
て
得
意
の
俳
句
を
草
す
、
其
近
什
を
誦
す
る

に
、
中
尉
の
襟
懐
綽
々
と
し
て
常
に
余
裕
あ
る
を
想
見
す
べ
し
。（
歌

略
）

　

こ
の
よ
う
な
戦
地
で
の
創
作
は
、
書
翰
・
書
信
を
通
じ
て
す
ば
や
く
現

地
に
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
た（
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。
そ
れ
は
「
戦
況
」
と
は
違
う
、
兵
士
の
内

面
や
心
理
状
態
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

個
々
人
の
「
風
流
」
は
、
外
征
中
の
日
本
軍
全
体
の
心
性
で
あ
る
と
拡
大

解
釈
さ
れ
て
い
く
。

「
大
将
月
下
の
詠
」（
三
〇
二
号
：
明
治
三
七
年
一
一
月
二
〇
日
）

児
玉
大
将
が
此
頃
在
京
の
友
人
に
送
り
た
る
書
翰
の
中
に

　
　

 

二
十
三
夜
月
も
冴
え
け
れ
ば　

見
る
人
の
心
も
ひ
と
つ
月
一
つ

十
月
二
十
三
夜
は
旧
暦
の
九
月
十
三
日
に
相
当
し
、
昔
見
し
彼
の
謙

信
が
霜
軍
営
に
満
ち
て
の
二
十
八
字
を
賦
せ
し
夜
と
か
や
、
今
や
大

将
十
七
文
字
を
以
て
戦
士
数
十
万
、
唯
一
心
の
美
性
を
歌
ふ
、
此
美

性
あ
れ
ば
こ
そ
我
軍
は
忠
勇
な
れ
、
壮
烈
無
双
な
れ
、
大
将
の
句
は

真
卒
に
し
て
而
も
古
今
の
絶
唱
と
す
る
に
足
る
べ
し
。

　

児
玉
源
太
郎
の
歌
は
佳
什
と
は
言
い
が
た
い
が
、
こ
う
し
た
詩
歌
を
賦

す
こ
と
が
「
美
性
」
で
あ
り
、「
美
性
」
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、「
我
軍
は
忠

勇
な
れ
、
壮
烈
無
双
な
れ
」
と
い
う
評
価
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
い

う
。
上
杉
謙
信
「
九
月
十
三
夜
陣
中
作（
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」
を
参
照
に
し
て
い
る
点
も
軍
人

と
武
人
（
武
士
）
の
連
続
性
を
見
よ
う
と
す
る
視
座
と
し
て
注
意
を
要
す

る
だ
ろ
う
。

「
将
軍
の
閑
日
月
」（
三
〇
五
号
：
明
治
三
七
年
一
二
月
一
五
日
）

北
越
の
健
児
軍
の
将
と
し
て
至
る
所
武
勲
を
灼
か
し
当
代
の
鬼
将
軍

と
し
て
三
尺
の
童
子
も
尚
其
高
風
を
慕
ふ
岡
崎
少
将
が
頃
日
人
に
寄

せ
ら
れ
た
る
信
書
の
一
節
に

　
　
　
　

 

中
屋
大
人
の
朝
顔
の
花
の
か
ず
〳
〵
玉
章
に
封
じ
こ
め
歌

さ
へ
添
て
侍
り
た
り
け
る
う
れ
し
さ

　
　

 

朝
夕
に
ひ
ら
く
も
た
の
し
た
ま
つ
さ
の
中
に
こ
め
た
る
朝
顔
の

花

　
　

 

雨
に
日
に
心
を
か
け
し
朝
か
ほ
の
花
は
さ
す
が
に
見
こ
と
な
り

け
り

　
　
　
　

 

黒
鳩
公
の
遼
陽
官
舎
に
朝
貌
見
ご
と
に
咲
け
る
を
聞
て

　
　

 

手
に
植
し
人
は
い
つ
こ
か
白
露
の
お
き
別
れ
た
る
あ
さ
か
ほ
の

花

　
　
　
　

遼
陽
の
陥
落
の
を
り

　
　

 

あ
つ
さ
弓
ハ
ル
ピ
ン
の
野
に
ま
と
ゐ
し
て
君
が
代
う
た
ふ
時
ち

か
つ
き
ぬ

　
　

と
英
雄
の
胸
中
別
に
閑
日
月
あ
り
想
ふ
当
年
機
山
公
の
英
風
！

　

戦
地
に
あ
っ
て
も
「
閑
日
月
」
を
失
わ
な
い
将
校
の
「
英
風
」
が
こ
の

短
歌
か
ら
読
み
取
ら
れ
て
い
る
。「
岡
崎
少
将
」
は
、
第
一
五
旅
団
長
の

岡
崎
生
三
で
、
歌
語
の
使
い
方
も
不
自
然
で
は
な
い
が
「
英
風
」
を
感
じ
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さ
せ
る
ほ
ど
の
佳
作
で
は
な
い
。
漢
詩
・
短
歌
・
新
体
詩
（
軍
歌
）
と
い
っ

た
詩
歌
は
、
こ
う
し
た
軍
人
の
「
風
流
」
を
日
本
軍
全
体
の
「
美
性
」
へ

と
変
換
す
る
装
置
と
し
て
機
能
す
る
。
同
時
に
、
俗
謡
も
ま
た
日
本
軍
の

心
理
に
資
す
る
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
「
征
露
サ
ノ
サ
節
（
某
将
校
の
作
）」（
二
九
六
号
：
明
治
三
七
年

九
月
一
五
日
）
の
詞
書
に
は
、

軍
中
の
風
流
は
夫
の
八
代
大
佐
の
尺
八
曲
を
初
め
と
し
て
其
他
陣
営

に
あ
り
て
能
く
韻
事
を
弄
ぶ
も
の
亦
少
な
か
ら
ず
所
謂
英
雄
胸
中
自

ら
閑
日
月
あ
る
も
の
か
今
や
遼
東
の
野
に
あ
り
て
三
軍
を
叱
咤
し

つ
ゝ
あ
る
某
将
校
は
此
ほ
ど
俗
謡
数
曲
を
自
作
し
そ
の
知
人
に
寄
せ

来
れ
り
、
俗
曲
の
よ
く
人
心
を
動
か
す
こ
と
は
今
更
い
は
ず
、
情
趣

深
き
も
の
あ
れ
ば
次
に
録
す
る
こ
と
ゝ
な
し
ぬ
。

と
あ
っ
て
、
以
下
「
不
思
議
や
な
、
脚
は
し
び
れ
て
「
ダ
ル
ニ
ー
」
市
」

か
ら
始
ま
る
八
番
の
俗
曲
が
あ
る
。
末
尾
に
は
「（
於
満
洲
某
地
豚
小
屋
、

有
情
有
涙
の
一
征
露
士
作
）」
の
署
名
が
あ
る
。
俗
謡
も
ま
た
「
人
心
を

動
か
す
」
も
の
と
し
て
、
戦
地
に
お
け
る
軍
人
の
「
情
趣
」
を
担
う
も
の

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
伊
豆
中
佐
の
風
流
」（
三
〇
〇
号
：
明
治
三
七
年
一
一
月
三
日
）

（
前
略
）
我
軍
隊
の
近
況
は
事
秘
密
に
属
す
れ
ば
茲
に
明
々
地
に
云
へ

な
い
が
茲
二
週
間
も
顔
を
洗
ふ
事
も
出
来
な
い
繁
劇
こ
れ
で
事
情
は

推
せ
ら
れ
た
し
ソ
コ
デ
図
ら
ず
浮
か
ん
だ
『
色
が
あ
る
承
知
で
ほ
れ

た
横
恋
慕
』
の
替
唄
一
つ
御
目
に
か
け
や
う
、
句
調
の
咄
は
覚
悟
の

前
な
れ
ど
意
気
だ
け
は
酌
ん
で
も
ら
ひ
た
く
曰
く

　

 「
堅
い
事
承
知
で
か
ヽ
る
旅
順
口
打
出
す
か
ら
に
や
何
処
ま
で
も

攻
て
落
さ
に
や
お
か
ぬ
ぞ
へ
」

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
地
に
お
け
る
「
詩
歌
」
と
「
俗
謡
」
は
共
に
戦
争
遂

行
の
「
覚
悟
」
や
「
意
気
」、「
情
趣
」
と
共
に
日
本
軍
の
優
れ
た
特
質
を

規
定
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
識
が
ロ
シ

ア
へ
の
蔑
視
と
快
勝
を
続
け
る
日
本
へ
の
讃
美
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

同
時
に
、
戦
地
の
苛
烈
な
様
子
を
示
す
詠
も
掲
出
さ
れ
る
。「
陣
中
筆

す
さ
び
」（
三
一
七
号
：
明
治
三
八
年
五
月
二
六
日
）
に
は
軍
人
二
人
の
実
体
験

の
歌
が
載
せ
ら
れ
る
。

三
月
五
日
盆
山
台
の
戦
闘
に
於
て
敵
の
砲
弾
白
石
騎
兵
中
佐
の
右
脇

に
中
れ
る
も
微
傷
な
け
れ
ば

　
　

君
は
そ
も
戦
の
神
に
坐
す
ら
む
中
れ
る
弾
丸
に
傷
を
負
は
ね
ば

翌
六
日
同
地
の
戦
闘
中
又
も
敵
弾
来
り
て
白
石
騎
兵
中
佐
の
持
て
る

軍
刀
の
鞘
を
貫
き
外
套
を
も
射
通
し
た
れ
ど
身
に
微
傷
だ
も
受
け
ざ

り
し
か
ば

　
　

武
夫
の
心
を
こ
め
し
太
刀
風
に
飛
来
弾
丸
も
避
け
て
ゆ
く
ら
し

他
二
首
が
「（
満
洲
左
翼
軍
一
等
獣
医
上
野
庄
五
郎
氏
）」
の
作
と
し
て
掲

出
さ
れ
、
そ
れ
に
次
い
で
中
原
特
務
曹
長
の
歌
一
〇
首
が
あ
る
。

　
　

韓
地
行
軍
途
上

打
ち
す
て
し
ふ
る
き
軒
端
も
偲
ば
れ
ぬ
敵
に
逢
は
ざ
る
旅
の
つ
れ

〴
〵

　
（
中
略
）
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古
の
そ
の
古
の
古
の
民
を
ぞ
偲
ぶ
日
々
の
室
居
に

異
国
の
枯
野
の
末
に
宿
る
み
の
明
日
と
い
は
ん
け
ふ
一
日
だ
け

残
す
べ
き
こ
ヽ
ろ
も
あ
ら
ず
大
君
に
み
を
も
命
も
捧
げ
尽
し
て

　

こ
の
よ
う
な
威
風
と
愛
国
を
前
面
に
押
し
出
す
詠
風
は
日
清
戦
争
期
に

も
先
蹤
が
な
い
で
は
な
い
が（

16
（

、『
風
俗
画
報
』
の
よ
う
な
一
般
的
な
グ
ラ

フ
雑
誌
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。
以

前
に
取
り
上
げ
た
古
典
和
歌
風
の
歌
語
は
な
り
を
潜
め
、
戦
地
の
興
奮
と

願
望
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
即
事
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
銃
後
の
作
も
多
く
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
観
世
清
廉
に
よ
る
新
謡

曲
『
出
陣
』（
二
八
七
号
：
明
治
三
七
年
四
月
二
五
日
）
や
、
片
山
九
郞
三
郎
兄

弟
作
『
新
謡
曲
旭
桜
』（
二
九
六
号
：
明
治
三
七
年
九
月
一
五
日
）
な
ど
の
新
作

謡
曲
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
、第
一
高
等
学
校
学
生
作
の
「
征
露
の
歌
（
調

ア
ム
ー
ル
河
）」を
初
め
と
す
る
学
校
か
ら
の
詠
が
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、

米
国
紐
育
音
楽
会
社
「
可
愛
き
日
本
」
は
「
在
シ
ヤ
ト
ル
愛
国
婦
人
会
の

久
水
和
歌
子
」
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
広
瀬
中
佐
の

妻
に
送
ら
れ
た
歌
も
あ
る
。
様
々
な
階
層
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で

軍
事
に
奉
仕
す
る
形
で
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
に
見
せ
る
目
的

が
こ
こ
か
ら
も
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
韜
略
の
余
事
」
の
最
後
は
次
の
二
小
細
目
で
終
わ
る
。

「
黒
田
子
爵
の
近
什
」（
三
一
九
号
：
明
治
三
八
年
六
月
二
五
日
）

枢
密
顧
問
官
黒
田
清
綱
子
の
近
什
左
の
如
し

　
　
　
　

敵
艦
撃
沈
の
際
浪
烈
し
か
り
し
を
聞
て

四
方
の
海
に
響
き
渡
り
ぬ
ろ
さ
の
船
く
た
き
し
風
は
か
み
か
せ

に
し
て

「
長
谷
場
純
孝
氏
近
什
」（
三
一
九
号
：
明
治
三
八
年
六
月
二
五
日
）

長
谷
場
純
孝
氏
は
過
般
韓
国
漫
遊
中
日
本
海
々
戦
の
捷
報
を
聞
き
欣

然
左
の
一
首
を
賦
し
て
東
郷
大
将
に
贈
り
た
り
と

　
　

 

朝
鮮
平
壌
旅
行
中
日
本
海
々
戦
大
勝
利
の
詳
報
に
接
し
歓

天
喜
地
の
余
り
東
郷
大
将
に
お
く
る
と
て
よ
め
る
歌

　
　

海
原
に
醜
の
敵
艦
打
沈
め
国
の
礎
彌
や
か
た
め
け
り

　

日
本
海
海
戦
に
お
け
る
捷
報
に
ま
つ
わ
る
政
治
家
の
歌
で
締
め
ら
れ
る
。

こ
こ
に
は
軍
人
た
ち
の
「
風
流
」
は
も
は
や
な
く
な
り
、歌
語
も
レ
ト
リ
ッ

ク
も
な
い
勝
利
の
興
奮
の
余
韻
だ
け
が
五
七
五
七
七
の
シ
ラ
ブ
ル
で
記
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
い
ま
ま
で
「
韜
略
の
余
事
」
が
示
し
て

き
た
軍
人
た
ち
の
内
面
が
、
戦
争
の
終
わ
り
と
共
に
不
要
に
な
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

五　
「
韜
略
の
余
事
」
以
降

　
「
征
露
図
会
」
は
二
六
編
ま
で
続
く
の
だ
が
、「
征
露
図
会
」
二
四
編
で

「
韜
略
の
余
事
」
は
な
く
な
る
。
日
本
海
海
戦
を
最
後
に
日
露
戦
争
に
お

け
る
大
規
模
な
戦
闘
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
散
発
的
な
記
事
は
あ

る
も
の
の
、
日
露
戦
争
以
降
は
ま
た
「
名
所
図
会
」
に
代
表
さ
れ
る
風
俗

グ
ラ
フ
誌
に
回
帰
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
紙
面
を
賑
わ
し
た
軍
人
の
詠
も

ま
た
姿
を
消
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
軍
人
の
詠
に
よ
る
「
情
趣
」
や
「
風
情
」
は
戦
争
中
に
の
み

意
味
を
も
つ
特
質
な
の
で
あ
る（

17
（

。
平
時
に
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
趣
が
国
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民
の
普
遍
的
な
性
質
と
し
て
敷
衍
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
同

時
代
に
は
「
征
露
」
と
付
く
本
が
多
数
編
ま
れ
、「
韜
略
の
余
事
」
に
重

複
す
る
吟
詠
が
あ
る
、
国
木
田
独
歩
も
携
わ
っ
た
『
征
露
軍
人
吟
詠
集
』

が
大
当
た
り
を
と
っ
た（

18
（

。
こ
の
よ
う
な
日
露
戦
争
の
時
の
メ
デ
ィ
ア
状
況

が
、
後
の
日
中
戦
争
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
翼
賛
的
報
道
へ

と
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
日
本
軍
の
規
律
」
神
話
へ
と
続
い
て
い
く
の
で
あ

ろ
う（

19
（

。
そ
の
意
味
で
、『
風
俗
画
報
』
の
日
露
戦
争
の
特
集
の
仕
方
は
注

意
を
向
け
る
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六　

余
事
の
着
想

　

こ
う
し
た
「
韜
略
の
余
事
」
の
特
集
意
図
は
何
か
ら
発
想
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
時
代
の
空
気
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
つ
は
軍
事
侵
攻
の
成
功
を
歌
で
言
祝
ぐ
事
例
と
し
て
、「
平
壌
大
勝
利

の
歌
」（
八
〇
号
：
明
治
二
七
年
一
〇
月
二
八
日
）
が
あ
る
。
ほ
ぼ
唯
一
、『
風

俗
画
報
』
で
「
日
清
戦
争
」
に
関
わ
る
文
化
事
業
を
記
し
た
こ
の
軍
歌
の

作
者
は
、
陸
軍
編
修
官
横
井
忠
直
（
横
井
古
城
）
で
あ
っ
た
。

　

横
井
忠
直
は
、
広
瀬
青
邨
門
下
の
学
者
で
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）

に
陸
軍
御
用
係
と
な
り
、
同
一
七
年
に
陸
軍
大
学
校
教
授
、
二
三
年
に
陸

軍
編
集
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
日
露
戦
争
で
は
満
洲
軍
総
司
令
部
付
と

な
っ
た
。『
征
西
戦
記
』『
日
本
戦
史
』
な
ど
の
著
者
が
あ
る
が
、
軍
歌
の

作
詞
歌
と
し
て
も
著
名
で
あ
る（

20
（

。

　

横
井
は
「
鎮
西
散
人　

横
井
忠
直
」
と
し
て
、『
風
俗
画
報
』
百
号
刊

行
の
祝
辞
（
明
治
二
八
年
一
〇
月
一
〇
日
）
を
出
し
て
い
た
。
同
じ
く
祝
辞
を

出
し
た
の
は
黒
川
真
頼
で
あ
っ
た
。
著
名
な
学
者
の
二
名
か
ら
の
祝
辞
を

掲
載
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

　

思
え
ば
「
韜
略
の
余
事
」
冒
頭
に
あ
た
る
、「
征
露
軍
歌
」（
二
八
四
号
：

明
治
三
七
年
二
月
二
五
日
）
も
「
此
は
鎮
西
散
人
横
井
忠
直
宇
治
が
抜
刀
隊

節
に
て
自
作
せ
る
も
の
な
り
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
て
、
日
露
戦
争
の
軍

歌
が
、『
抜
刀
隊
』（
外
山
正
一
作
詞
、
シ
ャ
ル
ル
・
ル
ル
ー
作
曲
）
を
模
し
て
作

ら
れ
た
と
い
う
注
意
書
き
は
、
そ
れ
だ
け
陸
軍
関
係
者
が
軍
歌
を
戦
意
高

揚
の
礎
に
な
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
軍
隊
の
メ

デ
ィ
ア
表
象
の
重
要
度
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。

七　

お
わ
り
に

　
「
韜
略
の
余
事
」
に
お
け
る
多
種
の
文
芸
の
採
用
は
、
短
歌
や
漢
詩
と

い
っ
た
い
わ
ば
エ
リ
ー
ト
の
文
藝
が
、
日
本
人
の
風
流
を
担
う
の
と
同
じ

ぐ
ら
い
に
、
端
唄
・
長
唄
、
替
歌
、
軍
歌
と
い
っ
た
俗
な
、
あ
る
い
は
新

興
の
文
藝
形
態
も
ま
た
人
心
を
感
応
さ
せ
る
も
の
だ
と
す
る
思
想
を
体
現

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
感
応
に
よ
っ
て
軍
人
は
情
趣
を
解

す
る
す
ぐ
れ
た
心
性
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
「
日
本
」
と
い
う
地

域
に
特
有
の
美
点
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
所
属
階
級
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
様
々
な

文
藝
風
俗
が
同
じ
特
集
の
元
で
同
列
に
な
ら
び
、
銃
後
と
前
線
の
作
品
が

交
互
に
取
り
扱
わ
れ
る
「
韜
略
の
余
事
」
は
、
日
本
に
お
い
て
身
分
や
立

場
の
高
低
に
よ
ら
ず
、
様
々
な
立
場
の
人
々
が
〈
戦
争
〉
の
元
で
一
体
化

す
る
理
想
を
体
現
せ
ん
と
す
る
も
の
と
い
え
る（

21
（

。「
西
将
軍
の
近
詠
」
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（
二
九
〇
号
：
明
治
三
七
年
六
月
一
五
日
）
が
短
歌
を
こ
こ
で
だ
け
「
国
詩
」
と

記
し
た
意
識
も
こ
れ
に
連
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
争
の
中
で
の
文
化
の
取
り
扱
い
方
を
、
漫
画
や
映
画
も

使
い
植
民
地
を
巻
き
込
ん
だ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
の
大
翼
賛
体
制

を
支
え
る
メ
デ
ィ
ア
状
況
の
前
身
と
し
て
見
る
の
も
不
当
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
日
露
戦
争
に
お
い
て
軍
人
の
「
短
歌
」
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
の
意
味
は
、
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る（

22
（

。

【
凡
例
】

『
風
俗
画
報
』
はJk books

版
『
風
俗
画
報
』
復
刻
版
（
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
二
〇
）
に
拠
っ
た
が
、
表
紙
の
一
部
が
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
も
あ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
を
利
用
し

た
。引
用
に
際
し
て
字
体
を
通
行
字
体
に
改
め
、字
詰
め
を
変
更
し
た
。『
風

俗
画
報
』
は
逐
次
刊
行
物
と
し
て
の
性
質
上
、
目
次
、
内
題
、
細
目
な
ど

に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
原
則
と
し
てJk 

Books

の
整
理
に
従
い
、
は
っ
き
り
と
誤
り
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
訂
正
し
て
い
る
。
本
研
究
は
、JSPS

課
題
番
号22K

13040
、
同
課

題
番
号21J00181

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
） 

永
井
荷
風
や
寺
田
寅
彦
と
い
っ
た
明
治
期
の
知
識
人
た
ち
も
『
風
俗
画

報
』
を
引
い
て
考
証
を
行
っ
て
い
た
。
柳
田
國
男
も
「
野
鳥
雑
記
」（『
ア

ル
ト
』
四
～
五
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
二
八
・
八
～
一
〇
）
で
言
及
し
て

お
り
、
昭
和
初
期
に
は
貴
重
な
資
料
と
し
て
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

（
2
） 

奧
武
則
『
露
探　

日
露
戦
争
期
の
メ
デ
ィ
ア
と
国
民
意
識
』（
中
央
公
論

新
社
、
二
〇
〇
七
）、
安
田
浩
、
趙
景
達
編
『
戦
争
の
時
代
と
社
会　

日
露

戦
争
と
現
代
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
五
・
九
）、
平
間
洋
一
編
著
『
日
露
戦

争
を
世
界
は
ど
う
報
じ
た
か
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
〇
）、
木
下
和
寛

『
メ
デ
ィ
ア
は
戦
争
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
き
た
か　

日
露
戦
争
か
ら
対
テ
ロ

戦
争
ま
で
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
）、
貴
志
俊
彦
『
帝
国
日
本
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ

─
「
戦
争
熱
」
を
煽
っ
た
宣
伝
と
報
道
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
二
二
）
な
ど
。

（
3
） 

福
井
純
子
「
お
な
べ
を
も
っ
て
ど
こ
い
く
の

─
日
清
戦
争
期
の
漫
画

が
描
い
た
清
国
人
」（『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
八
二
、

二
〇
〇
三
・
一
二
）、
芳
賀
徹
、
清
水
勲
編
『
日
露
戦
争
期
の
漫
画
』（
筑
摩

書
房
、
一
九
八
五
）。

（
4
） 

森
登
『
江
戸
・
明
治
の
視
覚　

銅
版
・
石
版
万
華
鏡
』
日
本
古
書
通
信
社
、

二
〇
一
七
）、「
民
衆
が
見
た
植
民
地
征
服
戦
争
・
台
湾

─
『
風
俗
画
報
』

と
『
点
石
斎
画
報
』
を
中
心
に
」（『
史
苑
』
六
三
─
二
、立
教
大
学
史
学
会
、

二
〇
〇
三
・
三
）
な
ど
。

（
5
） 

展
覧
会
図
録
「
日
清
・
日
露
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
」（
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
二
〇
一
四
）
参
照
。

（
6
） 
赤
塚
行
雄
『
与
謝
野
晶
子
研
究　

明
治
の
青
春
』（
学
芸
書
林
、
一
九
九

〇
）
参
照
。

（
7
） 

渡
辺
延
志
『
日
清
・
日
露
戦
史
の
真
実

─
『
坂
の
上
の
雲
』
と
日
本
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人
の
歴
史
観
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
二
）
参
照
。

（
8
） 
同
じ
「
緒
言
」
に
は
、「
幸
い
に
世
上
の
高
評
を
博
し
、
発
行
の
毎
回
、

書
肆
の
丁
男
先
を
争
ふ
て
群
来
る
せ
ら
れ
し
は
。
深
く
本
堂
の
光
栄
と
す

る
所
な
り
」
と
あ
る
。「
征
清
図
会
」
の
当
た
り
に
よ
る
経
済
的
成
功
が
、

戦
争
を
特
集
す
る
動
機
と
な
っ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
9
） 

山
田
朗
『
世
界
史
の
中
の
日
露
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
）。

（
10
） 「
記
事　

故
陸
軍
歩
兵
大
尉
安
藤
辰
五
郎
君
」（
二
一
七
号
：
明
治
三
三

年
一
〇
月
五
日
）
参
照
。

（
11
） 『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
七
年
二
月
七
日
付
に
他
出
。
ま
た
原
山
煌
「
福
島

安
正
の
言
説

─
シ
ベ
リ
ア
単
騎
横
断
旅
行
以
後
の
大
衆
向
け
活
動
に
つ

い
て

─
」（『
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
三
一
─
八
、二
〇
〇
六 

・
三
）
参
照
。

（
12
） 「
征
露
図
会
」
中
、「
鉄
砲
の
快
音
」
は
五
七
三
回
。「
兵
家
の
錦
襄
」
は

一
四
二
回
、「
戦
時
の
法
令
」
は
六
八
回
、「
臣
民
の
忠
誠
」
は
一
四
回
、「
征

露
雑
項
」
は
一
四
六
回
に
お
よ
ぶ
。

（
13
） 

但
し
、
新
体
詩
も
含
め
る
と
こ
の
数
は
一
四
に
な
る
。

（
14
） 

山
田
注
（
９
）
前
掲
書
。

（
15
） 

頼
山
陽
『
日
本
外
史
』（
巻
一
一
、
武
田
氏
上
杉
氏
）
に
所
見
。『
北
越

軍
談
』
他
に
も
他
出
を
確
認
で
き
る
。
元
の
詩
は
月
光
を
見
て
故
郷
を
顧

み
る
七
言
絶
句
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
遠
征
に
来
て
月
を
み
る
と
い
う
点

だ
け
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

佐
佐
木
信
綱
編
『
征
清
歌
集
』（
博
文
館
、
一
八
九
四
）
な
ど
、
日
清
戦

争
期
の
戦
意
高
揚
を
詠
じ
た
詞
華
集
や
軍
歌
集
が
多
数
出
版
さ
れ
た
。

（
17
） 

こ
う
し
た
軍
人
た
ち
の
優
れ
た
人
間
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
は
、
逆
に

軍
人
た
ち
が
も
つ
矮
小
な
、
あ
る
い
は
人
間
的
な
側
面
を
な
か
っ
た
こ
と

に
し
て
い
る
。
木
下
直
之
「
日
露
戦
争
を
語
る
も
の
」（
成
田
龍
一
、
小
森

陽
一
編
『
日
露
戦
争
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
〇
四
・
二
）

で
は
、
日
露
戦
争
中
に
ポ
ル
ノ
写
真
が
出
回
っ
て
お
り
、「
弾
除
け
」「
お

守
り
」
な
ど
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
お
り
、
新
聞

や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
い
「
も
の
」
に
注
目
す
る
こ
と
の

必
要
と
、
戦
地
に
お
け
る
人
間
ら
し
さ
の
位
相
を
簡
単
に
定
位
す
る
こ
と

に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

（
18
） 

国
木
田
独
歩
、
枝
元
長
汀
編
『
征
露
軍
人
吟
詠
集
』（
近
事
画
報
社
、

一
九
〇
五
）。
今
回
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
『
風
俗
画
報
』
で
は

扇
子
に
彩
色
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
各
宮
妃
殿
下
の
御
歌
」
も
掲
出
さ
れ

て
お
り
、
日
露
戦
争
の
総
括
歌
集
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
露
戦
争
期

に
お
け
る
詩
歌
は
、
軍
隊
と
銃
後
だ
け
で
は
な
く
、
宮
廷
と
も
紐
帯
を
取

り
結
ぶ
も
の
だ
っ
た
。
宮
廷
の
女
性
た
ち
が
戦
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

位
相
に
あ
っ
た
の
か
考
え
る
上
で
も
「
韜
略
の
余
事
」
は
重
要
で
あ
る
。

（
19
） 

こ
の
点
で
は
、
司
馬
遼
太
郎
『
坂
の
上
の
雲
』（
産
経
新
聞
夕
刊
、
一
九

六
八
・
四
・
二
二
～
一
九
七
二
・
八
・
四
）
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

渡
辺
延
志
『
日
清
・
日
露
戦
史
の
真
実

─『
坂
の
上
の
雲
』
と
日
本
人

の
歴
史
観
』（
前
掲
）
で
は
、『
坂
の
上
の
雲
』
が
日
本
に
お
け
る
日
露
戦

争
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
そ
の
後
の
新
出
史
料
に
よ
っ
て
司

馬
遼
太
郎
の
記
述
は
信
用
が
お
け
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
20
） 『
大
分
県
人
士
録
』（
大
分
県
人
士
録
発
行
所
、
一
九
一
四
）
に
横
井
の
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詳
し
い
伝
記
が
載
る
。

（
21
） 
こ
う
し
た
、
戦
争
の
も
と
で
一
体
と
な
る
国
民
像
は
日
清
戦
争
の
頃
か

ら
理
想
化
さ
れ
て
い
た
。
佐
谷
眞
木
人
『
日
清
戦
争
「
国
民
」
の
誕
生
』（
講

談
社
現
代
新
書
、
講
談
社
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。

（
22
） 

当
然
、
こ
う
し
た
帝
国
主
義
へ
と
突
き
進
む
社
会
状
況
と
詩
歌
に
つ
い

て
の
研
究
も
少
な
く
な
い
。
和
歌
文
学
会
編
『
帝
国
の
和
歌
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
〇
）
で
は
多
く
の
論
文
で
、
新
体
詩
と
戦
争
協
力
に
つ
い
て
の
展

開
を
論
じ
て
い
る
。

（
う
め
だ
・
け
い
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
、
日
本
体
育
大
学
非
常

勤
講
師
・
青
山
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
、
早
稲
田
大
学
総
合
研
究
機
構
日
本
古

典
籍
研
究
所
招
聘
研
究
員
）
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【
付
録
】「
韜
略
の
余
事
」
掲
載
細
目
一
覧

号
刊
行
年
月
日

細
目

小
見
出
し

作
者

属
性

形
式

数
量

二
八

四
明

治
37年

2月
25日

ナ
シ

　
福

島
少

将
軍

人
軍

歌
1

二
八

四
明

治
37年

2月
25日

征
露

軍
歌

 
　

横
井

忠
直

軍
人

軍
歌

3
二

八
四

明
治

37年
2月

25日
征

露
の

歌
（

調
ア

ム
ー

ル
河

）
　

第
一

高
等

学
校

学
生

学
生

合
奏

20
二

八
五

明
治

37年
3月

25日

出
征

将
校

の
詩

歌

　
錦

水
将

軍
（

井
上

光
）

軍
人

署
名

0
二

八
五

明
治

37年
3月

25日
　

佐
々

木
旅

団
長

軍
人

短
歌

2
二

八
五

明
治

37年
3月

25日
　

中
舘

師
団

軍
医

部
長

軍
人

短
歌

1
二

八
五

明
治

37年
3月

25日
　

参
謀

福
島

少
佐

軍
人

七
言

絶
句

1
二

八
五

明
治

37年
3月

25日
　

歩
兵

中
尉

土
方

清
軍

人
短

歌
1

二
八

五
明

治
37年

3月
25日

閉
塞

隊
の

勇
将

広
瀬

少
佐

の
風

流
　

広
瀬

少
佐

軍
人

軍
歌

1
二

八
五

明
治

37年
3月

25日
征

露
歌

　
京

都
府

師
範

学
校

作
歌

作
曲

学
校

歌
20

二
八

五
明

治
37年

3月
25日

余
興

露
國

進
軍

歌
、

露
国

退
軍

歌
不

明
不

明
軍

歌
5

二
八

五
明

治
37年

3月
25日

和
歌

の
浦（

替
唄

）
油

磊
石

不
明

替
歌

1
二

八
五

明
治

37年
3月

25日
雨

の
夜

（
替

唄
）

青
物

町
　

会
田

皆
真

不
明

替
唄

1

二
八

五
明

治
37年

3月
25日

旅
順

港
海

軍
記

（
砲

攻
の

段
）

阿
呆

子
不

明
軍

歌
1

二
八

五
明

治
37年

3月
25日

醜
業

婦
辞

　
屈

兵
　

痴
嚢

子
不

明
駢

儷
文

1
二

八
七

明
治

37年
4月

25日
定

州
騎

兵
隊

衝
突

の
歌

　
近

衛
師

団
補

充
馬

廠
第

五
班

軍
団

合
唱

6
二

八
七

明
治

37年
4月

25日
旅

順
閉

塞
決

死
隊

　
鳥

居
沈

作
歌

、
今

井
虔

松
音

楽
家

合
唱

1
二

八
七

明
治

37年
4月

25日
中

村
少

将
の

歌
　

陸
軍

少
将

中
村

覚
軍

人
国

風
2

二
八

七
明

治
37年

4月
25日

討
露

の
歌

　
東

京
高

等
商

業
学

校
学

校
歌

5
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二
八

七
明

治
37年

4月
25日

謡
曲

『
出

陣
』

　
観

世
清

廉
能

樂
者

謡
曲

1
二

八
七

明
治

37年
4月

25日
篠

塚
上

等
兵

小
児

を
抱

て
演

説
す

　
工

兵
上

等
兵

篠
塚

新
七

郎
軍

人
逸

話
1

二
八

八
明

治
37年

5月
10日

海
戦

軍
歌

（
広

瀬
中

佐
を

悼
む

）
　

陸
軍

編
修

横
井

忠
直

作
軍

人
軍

歌
1

二
八

八
明

治
37年

5月
10日

駆
逐

艦
隊

三
月

十
日

の
砲

戦
　

海
軍

中
主

計
　

江
口

荘
二

郎
作

軍
人

軍
歌

1
二

八
八

明
治

37年
5月

10日
広

瀬
中

佐
追

悼
の

歌
　

海
軍

少
将

山
内

万
寿

治
軍

人
短

歌
2

二
八

八
明

治
37年

5月
10日

　
山

内
万

寿
治

夫
人

軍
人

の
妻

短
歌

1
二

八
八

明
治

37年
5月

10日
　

山
内

万
寿

治
夫

人
軍

人
の

妻
俳

句
1

二
八

八
明

治
37年

5月
15日

松
井

如
蓮

氏
の

新
作

　

駆
逐

艦
隊

司
令

官
長

長
井

群
吉

、
速

鳥
艇

長
　

竹
内

次
郎

、
朝

霧
艇

長
　

石
井

寿
次

郎
、

松
居

加
蓮

、
杵

屋
六

三
郎

節
附

軍
人

長
唄

1

二
八

九
明

治
37年

5月
30日

匝
瑳

大
尉

の
新

作
軍

歌
　

海
軍

大
尉

匝
瑳

胤
次

軍
人

軍
歌

2

二
八

九
明

治
37年

5月
30日

旅
順

港
封

鎖
に

於
け

る
決

死
隊

附
海

軍
中

佐
広

瀬
武

夫
の

戦
死

　
原

大
蔵

不
明

軍
歌

7

二
九

〇
明

治
37年

6月
15日

西
将

軍
の

近
詠

　
長

谷
場

致
堂

政
治

家
国

詩
（

短
歌

）
1

二
九

〇
明

治
37年

6月
15日

　
西

将
軍

軍
人

国
詩

（
短

歌
）

1
二

九
〇

明
治

37年
6月

15日
可

愛
き

日
本

　
米

国
紐

育
音

楽
会

社
会

社
歌

3
二

九
二

明
治

37年
7月

25日

鴎
外

漁
史

陣
中

の
歌

　
賀

古
軍

医
部

長
軍

人
短

歌
1

二
九

二
明

治
37年

7月
25日

　
森

鷗
外

軍
人

短
歌

1
二

九
二

明
治

37年
7月

25日
　

小
金

井
喜

美
子

軍
人

の
妹

短
歌

1
二

九
二

明
治

37年
7月

25日
　

賀
古

軍
医

部
長

軍
人

短
歌

1
二

九
二

明
治

37年
7月

25日
　

森
鷗

外
軍

人
新

体
詩

1
二

九
三

明
治

37年
8月

10日
南

山
攻

撃
の

新
体

詩
　

中
村

少
将

軍
人

新
体

詩
9
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二
九

四
明

治
37年

8月
25日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
人

狂
歌

25

二
九

六
明

治
37年

9月
15日

新
謡

曲
旭

桜
（

半
能

）
　

中
清

廉
、

囃
子

大
野

徳
孝

、
片

山
九

郞
三

郎
兄

弟
作

能
楽

師
謡

曲
1

二
九

六
明

治
37年

9月
15日

征
露

さ
の

さ
節

（
某

将
校

の
作

）
　

某
将

校
軍

人
さ

の
さ

節
8

二
九

六
明

治
37年

9月
15日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
師

狂
歌

25
二

九
八

明
治

37年
10月

2日
軍

事
狂

歌
　

文
廼

屋
秀

茂
大

人
撰

狂
歌

師
狂

歌
38

二
九

九
明

治
37年

10月
15日

手
塚

中
尉

の
近

什
　

予
備

陸
軍

中
尉

手
塚

魁
三

軍
人

俳
句

、
端

唄
13

二
九

九
明

治
37年

10月
15日

白
石

少
尉

の
遺

詠
　

遼
東

戦
死

将
校

白
石

元
次

郎
軍

人
短

歌
1

二
九

九
明

治
37年

10月
15日

倉
地

少
尉

の
風

流
　

歩
兵

少
尉

倉
知

文
平

氏
軍

人
短

歌
1

二
九

九
明

治
37年

10月
15日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
師

狂
歌

22
三

〇
〇

明
治

37年
11月

3日
伊

豆
中

佐
の

風
流

　
伊

豆
中

佐
軍

人
替

歌
2

三
〇

〇
明

治
37年

11月
3日

遼
陽

附
近

の
岡

崎
山

　
岡

崎
少

将
軍

人
短

歌
4

三
〇

二
明

治
37年

11月
20日

大
将

月
下

の
詠

　
児

玉
大

将
軍

人
連

句
1

三
〇

二
明

治
37年

11月
20日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
師

狂
歌

23
三

〇
五

明
治

37年
12月

15日
将

軍
の

閑
日

月
　

岡
崎

少
将

軍
人

短
歌

4
三

〇
五

明
治

37年
12月

15日
軍

事
狂

歌
　

文
廼

屋
秀

茂
大

人
撰

狂
歌

師
狂

歌
27

三
〇

八
明

治
38年

1月
15日

中
村

少
尉

の
雅

懐
　

中
村

陸
軍

少
将

軍
人

短
歌

12
三

〇
八

明
治

38年
1月

15日
（

図
）

各
宮

妃
殿

下
の

御
歌

　
各

宮
妃

殿
下

の
御

歌
皇

族
短

歌
12

三
〇

八
明

治
38年

1月
15日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
師

狂
歌

25

三
〇

九
明

治
38年

2月
1日

新
曲

大
和

魂
　

澤
花

月
閲

、
小

森
花

鷗
作

、
杵

屋
勝

四
郎

曲
長

唄
長

唄
3

三
〇

九
明

治
38年

2月
1日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
師

狂
歌

19
三

一
一

明
治

38年
2月

25日
陣

中
の

詠
　

白
石

砲
兵

曹
長

（
幹

彦
）

軍
人

短
歌

5
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三
一

一
明

治
38年

2月
25日

〈
図

〉
各

宮
妃

殿
下

の
御

歌
　

各
宮

妃
殿

下
の

御
歌

皇
族

短
歌

13
三

一
一

明
治

38年
2月

25日
風

流
大

尉
の

替
唄

　
手

塚
葭

村
軍

人
替

歌
（

端
唄

）
3

三
一

一
明

治
38年

2月
25日

軍
事

狂
歌

　
文

廼
屋

秀
茂

大
人

撰
狂

歌
師

狂
歌

39
三

一
三

明
治

38年
3月

25日
鮫

島
将

軍
の

近
詠

　
鮫

島
将

軍
軍

人
短

歌
2

三
一

三
明

治
38年

3月
25日

白
襷

中
村

将
軍

の
雅

懐
　

雄
将

中
村

覚
軍

人
短

歌
4

三
一

三
明

治
38年

3月
25日

故
陸

軍
中

尉
佐

藤
岩

之
助

君
の

サ
ノ

サ
節

　
故

陸
軍

中
尉

佐
藤

岩
之

助
軍

人
サ

ノ
サ

節
1

三
一

三
明

治
38年

3月
25日

か
た

み
の

鷹
の

羽
　

直
連

蓬
園

作
歌

、
荻

岡
松

柯
作

曲
音

楽
家

軍
歌

1

三
一

三
明

治
38年

3月
25日

軍
事

狂
歌

　
文

の
屋

秀
茂

撰
狂

歌
師

狂
歌

39
三

一
五

明
治

38年
4月

25日
万

歳
を

ど
り

　
不

明
不

明
踊

り
1

三
一

五
明

治
38年

4月
25日

軍
事

狂
歌

　
文

の
屋

秀
茂

撰
狂

歌
師

狂
歌

19
三

一
七

明
治

38年
5月

25日
伊

豆
中

佐
の

近
信

　
伊

豆
連

隊
長

軍
人

七
言

絶
句

、
短

歌
2

三
一

七
明

治
38年

5月
25日

陣
中

筆
す

さ
び

　
満

州
左

翼
軍

一
等

獣
医

上
野

庄
五

郎
、

中
原

特
務

曹
長

軍
人

短
歌

16

三
一

七
明

治
38年

5月
25日

軍
事

狂
歌

　
文

の
屋

秀
茂

撰
狂

歌
師

狂
歌

39
三

一
九

明
治

38年
6月

25日
黒

田
子

爵
近

什
　

枢
密

顧
問

官
黒

田
清

綱
子

爵
政

治
家

短
歌

1
三

一
九

明
治

38年
6月

25日
長

谷
場

純
孝

氏
の

近
什

　
長

谷
場

純
孝

政
治

家
短

歌
1

三
一

九
明

治
38年

6月
25日

軍
事

狂
歌

　
文

の
屋

秀
茂

撰
狂

歌
師

狂
歌

35

＊
号

は
『

風
俗

画
報

』
の

通
巻

数
。

Jk Booksの
整

理
に

従
っ

た
。

細
目

が
な

い
場

合
に

は
「

ナ
シ

」
と

記
し

た
。

作
者

に
は

本
文

中
の

作
者

表
記

を
記

し
、

属
性

に
は

職
業

階
層

を
示

し
た

。
作

者
、

属
性

が
分

か
ら

な
い

場
合

に
は

不
明

と
記

し
た

。
形

式
に

は
文

藝
の

ジ
ャ

ン
ル

を
示

し
た

。
属

性
と

形
式

は
稿

者
が

判
断

し
て

付
し

て
い

る
。

数
量

に
は

掲
出

さ
れ

た
歌

の
番

、
句

、
首

、
聯

数
の

合
計

を
記

し
た

。
俳

句
と

短
歌

が
入

り
交

じ
る

こ
と

も
あ

る
の

で
、

細
目

中
の

も
の

を
合

計
し

て
記

し
た

。


